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村
山
地
区
交
通
安
全
協
会
の
交
通
安
全
祈
願

祭
が
１
月
５
日(

火)

に
居
合
神
社
で
行
わ
れ
、
大

倉
支
部
か
ら
は
奥
山
守
支
部
長
を
は
じ
め
齋
藤

栄
副
支
部
長
・
齋
藤
光
雄
副
支
部
長
が
出
席
し
大

倉
地
域
の
交
通
安
全
・
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
誓
い
を

新
た
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
倉
地
域
を
代
表
し

て
齋
藤
一
雄
林
崎
地
区
会
長
が
玉
串
奉
奠(

た
ま

ぐ
し
ほ
う
て
ん)

を
行
い
地
域
の
皆
様
の
安
全
を

祈
願
し
ま
し
た
。 

村
山
署
管
内
村
山
市
内
で
昨
年
発
生
し
た
死

亡
交
通
事
故
は
０
人(

対
前
年
比
３
人
減)

と
減

尐
し
て
い
ま
す
が
、
事
故
発
生
件
数
・
負
傷
者
数

と
も
増
え
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
特
に
高
齢

者
が
関
係
す
る
事
故
の
割
合
が
多
く
、
今
後
と
も

交
通
安
全
意
識
を
持
ち
運
転
す
る
こ
と
が
必
要

と
な
り
ま
す
。 

本
年
は
雪
が
尐
な
く
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
が
ち

で
す
が
、
朝
夕
の
路
面
は
凍
結
し
ブ
ラ
ッ
ク
ア
イ

ス
状
態
に
な
り
や
す
く
、
ス
リ
ッ
プ
し
や
す
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。 

常
に
交
通
事
故
は
隣
合
わ
せ
で
あ
る
こ
と
を

意
識
し
て
、
周
囲
に
注
意
し
運
転
・
通
行
す
る
よ

う
に
し
、
交
通
安
全
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

優
良
運
転
者
表
彰 

の
申
込
み
案
内 

 

村
山
地
区
交
通
安
全
協
会
で

は
、
交
通
安
全
協
会
会
員
の
皆
様

で
長
く
無
事
故
・
無
違
反
の
安
全

運
転
を
続
け
て
お
ら
れ
る
方
を

「
優
良
運
転
者
」
と
し
て
表
彰
し

ま
す
。
表
彰
基
準
に
該
当
す
る
会

員
の
皆
様
は
ぜ
ひ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。 

 表
彰
の
種
類 

金
賞 

 

年
以
上
無
事
故
・
無
違
反 

銀
賞 

 

年
以
上
無
事
故
・
無
違
反 

銅
賞 

５
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反 

表
彰
対
象
者 

表
彰
該
当
の
年
数
が
無
事
故
・ 

無
違
反
の
交
通
安
全
協
会
の 

会
員(

免
許
更
新
時
に
協
会
費 

の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い 

る
方) 

申
込
み
方
法 

申
込
み
を
希
望
さ
れ
る
会
員 

の
方
は
、
大
倉
支
部
事
務
局 

(

大
倉
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー 

内)

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ 

い
。 

申
込
み
時
の
持
ち
物 

ご
本
人
の
運
転
免
許
証 

無
事
故
・
無
違
反
証
明
交
付
手 

数
料(

６
０
０
円) 

印
鑑(

認
印) 

申
込
み
締
切 

２
月 

日(

金) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「
お
お
く
ら 

市
民
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
」
に
は
、
各
種
お
知

ら
せ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
掲
載
し
ま
す
。
地
域
の

皆
さ
ま
が
載
せ
た
い
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

取
材
等
も
伺
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

○お
○知
○ら
○せ 

 

村
山
市
消
防
出
初
め
式
が
１
月 

日(

日)

に
甑
葉
プ
ラ
ザ
周
辺
で
行
わ

れ
ま
し
た
。 

大
倉
地
域
か
ら
は
第
３
分
団
の
皆

さ
ん
が
参
加
し
、
分
列
行
進
を
行
い

本
年
の
無
火
災
の
誓
い
を
新
た
に
し

ま
し
た
。 

大
倉
地
域
で
は
、
昨
年
火
災
発
生

は
な
く
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
防
火
・

予
防
意
識
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま

す
。 本

年
も
ぜ
ひ
無
火
災
が
続
き
ま
す

よ
う
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

雪
灯
籠
ま
つ
り
と
作
品
発
表
会 

開
催
の
ご
案
内 

【金
谷
地
区
会
】 

 
 

金
谷
地
区
会
主
催
の
「
雪
灯
籠
ま
つ
り
と
趣
味
の

作
品
発
表
会
」
を
開
催
し
ま
す
。 

 

金
谷
地
区
の
子
ど
も
達
が
作
っ
た
雪
灯
籠
と
金
谷

地
区
の
皆
さ
ん
の
絵
や
書
道
・
写
真
・
手
芸
な
ど
の

作
品
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

雪
灯
籠
を
ご
覧
に
な
っ
た
皆
さ
ん
に
は
温
か
い
玉

こ
ん
に
ゃ
く
や
と
ん
汁
を
用
意
し
て
い
ま
す
。 

  

雪
灯
籠
ま
つ
り 

期
日 

 

１
月 

日(

土) 

午
後
６
時
か
ら 

 

場
所 

 

金
谷
地
区
公
民
館
前
広
場 

 

趣
味
の
作
品
発
表
会 

 

期
日 

 

１
月 

日(

土) 

午
後
３
時
か
ら 

日(

日)  

午
後
３
時
ま
で 

 

会
場 

 

金
谷
地
区
公
民
館 

 

大
倉
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
で
は
、

大
倉
地
域
の
子
ど
も
達
に
よ
り
多
く

の
体
験
を
し
て
も
ら
う
た
め
体
験
型

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

月 

日(

土)

に
年
末
年
始
休
み

事
業
と
し
て
「
書
き
初
め
練
習
会
」

を
行
い
ま
し
た
。 

当
日
は
、
日
展
第
５
科 

書 

に
お

い
て
入
選
さ
れ
て
い
る
工
藤
聖
泉

(

貞
義)

先
生(

林
崎)

が
指
導
を
行
い
、

参
加
し
た 

名
の
小
中
学
生
は
ひ
と

筆
ひ
と
筆
真
剣
に
作
品
に
向
き
合
い

ま
し
た
。 


